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質
問　

太
陽
光
発
電
事
業
を
計

画
し
て
い
る
が
、
本
事
業
の
予

算
、
管
理
及
び
収
益
の
使
途
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
総
務
部
長
）　

大
山
地

区
太
陽
光
発
電
施
設
は
、
先
般

の
臨
時
議
会
で
議
決
さ
れ
た
電

気
事
業
会
計
内
で
扱
う
こ
と
を

基
本
と
す
る
。
初
期
費
用
に
つ

い
て
は
、
電
気
事
業
債
を
充
て
、

借
入
金
の
償
還
費
、
管
理
費
、

事
業
終
了
後
の
施
設
撤
去
費
用

の
積
み
立
て
は
、
売
電
収
益
を

充
て
る
こ
と
で
検
討
を
進
め
る
。

施
設
の
管
理
・
運
営
は
、
生
活

環
境
課
で
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

収
益
の
計
画
と
し
て
、
村
内
の

公
共
施
設
、
ま
た
街
路
灯
の
電

気
料
金
の
軽
減
を
図
り
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
設
備
、
そ
の
設

置
補
助
金
制
度
を
新
設
す
る
な

ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

住
民
理
解
を
深
め
、
利
用
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

質
問　

災
害
時
に
お
け
る
各
地

区
で
の
自
主
防
災
組
織
の
本
村

の
組
織
率
は
。

答
弁
（
総
務
部
長
）　

本
村
行

政
区
は
56
地
区
あ
る
。
地
区
が

自
主
的
に
防
災
に
関
し
、
消
防

署
や
地
元
消
防
団
の
指
導
を
含

め
た
訓
練
等
を
実
施
し
て
い
る

地
区
は
、
牛
込
、
花
見
塚
、
登

宿
、
大
山
、
下
舟
子
、
見
晴
台

の
６
地
区
３
７
４
世
帯
で
あ
る
。

平
成
25
年
の
新
規
地
区
は
、
Ｊ

Ｒ
Ａ
美
浦
ト
レ
セ
ン
の
１
地
区

１
，
２
３
３
世
帯
で
、
先
の
６

地
区
と
あ
わ
せ
１
，
６
０
７
世

帯
と
な
っ
た
。
平
成
25
年
９
月

末
の
組
織
率
は
23
・
46
％
で
、

本
村
は
低
い
数
値
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
区
長
会
等
を
通
し
、

地
元
消
防
団
と
の
連
携
協
力
を

得
な
が
ら
、
啓
発
活
動
を
含
め

た
組
織
率
の
向
上
を
目
指
し
た

い
。

太
陽
光
発
電
施
設
に
つ
い
て

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
つ
い
て

質
問　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を
進
め

る
上
で
の
問
題
点
な
ど
伺
う
。

答
弁
（
総
務
部
長
）　

不
変
な
課

題
と
し
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

が
一
つ
目
に
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体

的
に
は
デ
ー
タ
の
機
密
性
や
漏

洩
と
い
っ
た
不
正
ア
ク
セ
ス
・
個

人
情
報
保
護
等
の
違
法
性
に
つ

い
て
の
課
題
、
有
害
情
報
や
ウ
ィ

ル
ス
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
潜

む
課
題
な
ど
で
、
こ
の
対
策
に
は
、

こ
れ
に
係
る
費
用
の
ほ
か
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
等
と
い
っ

た
運
用
上
の
ル
ー
ル
の
規
定
、
遵

守
と
い
っ
た
経
済
性
・
利
便
性
に

つ
い
て
、
制
約
が
か
か
る
。
二
つ

目
と
し
て
、
情
報
・
デ
ー
タ
を

管
理
し
て
い
く
た
め
に
必
要
と

な
る
知
識
や
能
力
、
そ
れ
を
習

得
す
る
た
め
の
個
人
格
差
、
世

代
間
格
差
な
ど
の
解
消
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
つ

い
て
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

強
化
及
び
各
種
研
修
等
も
あ
わ

せ
て
検
討
す
る
。

飯
い い

田
だ

 洋
よ う

司
じ

議員再生可能エネルギーの促進を

安中地区を対象に行われた村防災訓練


